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枚方市のリサイクルの現状

現在の枚方のリサイクル率 19.6%
＜リサイクルされないゴミの行方（一般的な例）＞

資源化
堆肥化

加熱処理
埋め立て
他国への輸出

SDGsに沿っている（持続可能）

SDGsに沿っていない（持続不可）



現在枚方市が行っている活動

1. 生ゴミの堆肥化の仕方の紹介

2. マイボトル・マイカップ給水スポット

3. 食べ残さんデー運動

4. ３０１０運動

枚方市のゴミ・リサイクル関係のHPを見ないとその活動を
していることが認知されない
⇒HPを見なくても認知される活動が望ましい

https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000013176.html



枚方市の河川掃除プログラム

船橋川→４６０ｋｇ　天の川→４７０ｋｇ

河川ゴミの大半は
ペットボトル等の
プラスチックごみ

そもそも…
ポイ捨てが減れば、掃除の時間や
規模はもっと抑えられる

https://www.city.hirakata.osaka.jp/0000003898.html



３Rじゃなくて４R！

　●リディース：ゴミを出さないようにする

　●リユース　：できるだけ繰り返して使う

　●リサイクル：資源として再利用する

　●リフューズ：無駄になるゴミは断る（無駄を作らない）

枚方市のゴミの減量のキーワード



イベント
●粗大ごみとして排出されたものを職員がきれいにして、使えるようにリ
ユース品を抽選または購入で持ち帰っていただける

・・・「例」服やおもちゃ、自転車

●楽しみブースでの輪投げやスマートボード、重機展示などで

たくさんの来場者にゴミの減量について楽しく学んでいただける



イベントのメリット

● 不要品を再使用することでCO2の排出量削減が可能。

● 収益はリサイクル活動を　　　　　　　　　　　　　継続する為

の資金の足しになる。

● 幅広い年齢層を対象に啓発が行える。

https://www.irasutoya.com/2014/06/blog-post_4626.html



イベントのデメリット

● 不用品の清掃や修理をするのに、                               　　　収
益以上の費用や、手間が掛かりうる

● イベント後の後片付けが大変。

● 天候に左右される。

https://www.irasutoya.com/2013/04/blog-post_25.html



ポスター　カレンダー

ごみ収集日が一目でわかるカレンダーを作成して配っている

＋ゴミの分け方・出し方のマニュアル（アプリ）も作成、配布

ポスターも作成



ポスター ／カレンダー　メリット

● みんなが理解しやすい。

● 何のゴミの日か一目で分かる。　　　　　　　　

　 ↳出し忘れの防止

https://www.irasutoya.com/



ポスター ／カレンダー　デメリット

● 広報活動の媒体としては、限定的。　　　　　　　　  ↳マスメ

ディアなどに比べると、宣伝効果低い

● 収集日が異なる地区ごとに作成する必要がある。

● プリントする紙が大量に必要。



クーポン利用事業の提案 〜始めに〜

現在の枚方市の家庭系ごみの中で、再生可能なプラ製容器包

装のごみは全体の13.3%を占めている。（※1）これらのごみは

洗った後にきちんと分別すれば再利用できたはずだ。この量を

減らすための解決策を提案する。

（※1）枚方市一般廃棄物処理基本計画　令和４年３月改定　枚方市

https://www.city.hirakata.osaka.jp/cmsfiles/contents/0000010/10697/kihonkeikakuR3.pdf
https://3.bp.blogspot.c
om/-OECgaFp3XWU/
Vq88rk6jehI/AAAAAA
AA3d4/VgNkwdzMGw
g/s800/gomi_petbottle.
png



クーポン利用事業の提案　〜具体例〜

一定の商品を購入し、食べたのちにその容器を洗って返却す
ると消費者にポイント・クーポン等が給付されるといった制度を
導入してはどうだろうか。

https://4.bp.blogspot.com/-5aVBpviNlAc/W1a4rqZ
0rCI/AAAAAAABNhY/ry2WvGPgwxMhDuOIiwWD
KzhtfCHEX8e-wCLcBGAs/s800/food_niku_pack_
waribiki.png

https://3.bp.blogspot.com/-98MOlf
3cJpA/W4PKFXWjwMI/AAAAAAA
BOMg/CA8htuxGesIVzaL-UP-Bm
e8dxOnSmXuegCLcBGAs/s800/s
yokuji_steak_man.png

https://4.bp.blogspot.com/-jd1v
TPqV1bw/UqmPXf086OI/AAA
AAAAAbiU/I-ha963tKbI/s800/g
omi_plastictray.png

https://2.bp.blogspot.com
/-hxXe_BjNmwg/VlAZGs
gQiBI/AAAAAAAA04E/F
81jX_mI9Vo/s800/kaisyu
_box.png

https://1.bp.blogspot.com
/-R1TCz3Xed-Y/UOKDjP
HXavI/AAAAAAAAKOY/
gEZZ0bCSFP0/s1600/so
uji_gomibukuro.png

https://4.bp.blogspot.com/-NR
NWwLFlxc0/WLjrM-5I3CI/AAA
AAAABCT0/OX0F-opg8eM3m
A1wQ1TBQXpfuUprnzfMACLc
B/s800/point_happy_man.png
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・枚方市の一般ごみに捨てられる

　再利用可能なゴミを

　減らすことができる点。

・地元スーパー・コンビニ・飲食店へ使われた

　ポイント分の手当をすることで、

　クーポン等の使用による経済効果が見込める点。

クーポン使用事業のメリット



  ・   店側もSDGsへの参加を表明することで、

         企業価値の向上や、新たなビジネスチャンスの

         獲得が見込める点。

  ・  クーポン使用可能な店の客足も増える点。

  ・  この事業が周知されることにより

        リサイクル・SDGsへの関心が深まる点。　



・ポイント（クーポン）分の枚方市への

    金銭的負担の増加

・消費者に、

　ゴミを洗い、回収場所に持ってくる

　という手間が増える

クーポン使用事業のデメリット



・枚方市（委託業者）側の「ゴミを回収する」

　という手間が増える

・ポイントが利用可能な店と枚方市が連携する必要がある

・ポイントのためにリサイクルを始めた消費者が、

　報酬がなくなれば

　リサイクルを辞める可能性


